














































接種区 (II)の上側に 56%，下側82%，殺菌区(1I)の上側に 14%，下側に6%であ
った.これを時期的に見ると，第1図に示す如く 2月20日以前. 1区の上側に 32%，下
側に 11%. 1I区の上側に 6%，下側に28%，m区の上側に 2%，下側に2%の形成があ
った. 2月21-23日にはさらにI区の上側に25%，下側に6%， 1I区の上側に 26%，
下側に 28%. :m区の上側に2%，下側に 2%の形成があった.その2月23日までに，上




までにI区の上側に 45.3%.下側に 32.8%，1I区の上側に 41.4 %.下側に 43.9%，][ 
区の上側に 43.8%，下側に25.0%となり.3月8・10日の両日にはさらにI区の上側に
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20日までと， 2 月 21~23 日， お
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以上， 以下括孤内は気温を表わす〉で， 平均温度が14.60Cおよび14.90C (13.40C， 
13.20C)，最高温度が24.30Cおよび20.50C (18.80C， 17.20C)， 最低温度が11.50C
および12.80C (11.50C， 12.50C)であった. これらの温度に比較して子のう殻形成の
なかった日の温度は第6図に示す如く著しく低かった.形成の開始日が不明確であった2
月1O~20 日の期間における気象条件について観察すると， 2月16....17日の平均温度は
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